
はしがき 

この消防年報は、見附市の令和 4年 4月 1日の現勢と令和 3年及び令和 3年度中

における、消防業務全般に関する事項について集録し、見附市の消防現況を紹介す

るために編集しました。 

この年度中の各統計表については原則として令和 4 年 3 月末としていますが、

「令和 3 年」とあるのは暦年（1 月から 12 月）、「令和 3 年度」とあるのは会計年

度（4月から翌年 3月）、「令和 4年 4月 1日」とあるのは令和 4年 4月 1日現在を

表しています。また、消防現況の逐年傾向を把握するため、主要な統計表は過去に

遡り比較表としてあります。 

令和 4年 10月 

見附市消防本部 
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概    要 

１ 火災の実態 

(1)  出火件数及び損害見積額等 

     出 火 件 数 

     損 害 額 

     出 火 率 

 

(2)  出火原因 

   たばこ・マッチ等  4 件   工業用機器類  2 件   火気使用器具等   1 件 

    電気機器及び配線  1 件   その他       1 件 

 (3)  死傷者 

死 者 0 人 （前年比同） 

負 傷 者 2 人 (前年比 3人減) 

２ 救急の実態 

 (1) 救急出場件数   1,746 件（前年比 217 件増） 

 (2) 事故種別出場件数 

急 病  1,116 件 63.9 ％ 

交 通 事 故 76 件  4.4 ％ 

一 般 負 傷 260 件  14.9 ％ 

転 院 搬 送 215 件  12.3 ％ 

上 記 以 外 79 件  4.5 ％ 

(3) 搬送人員      1,656 人（前年比 217 人増） 

３ 消防業務重点事項 

(1) 複雑多様化する災害に迅速かつ的確に対応するため、消防車両等の整備及び装備の高度化・

安全化を推進するとともに消防職団員の資質の向上を図る。 

(2) 消防団の活性化を図る。 

(3) 住宅火災を予防するため、関係機関や地域と連携して住宅用火災警報器の普及及び防火対策

を推進する。 

(4) 消防用設備等の適正管理や法令違反の早期改善指導及び災害の未然防止を図る。 

(5) 救急救命士の養成や高度救急資器材の整備。複雑多様化している救助事象に対応できる救助

隊員の育成強化を図る。 

(6) 応急手当の知識や技術の普及を推進し、市民・救急隊・医療機関の連携体制を確立させ救命

率を向上させる。 

(7) 学校・消防団・自主防災組織等と連携し、防火・防災意識の高揚を図る。 

 

（前年比同） 

（前年比 9,336 千円減） 

（前年比 0.01 増） （出火率＝火災件数÷人口×10,000人） 

9 件 

20,709千円 

2.26 


